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１ 重点施策の実現に向けた重点事業 

 

重点施策の実現を図るための個別の取組を「重点事業」として，別冊に示します。 

 

  重点事業 

重点事業は，まちづくりテーマと重点施策の実現を図ることを目的として，指針の

期間において重点的に取り組む事業となります。経常的，継続的に実施する事業と異

なり，事業費，人的コストの重点的な投入や事業の組織横断的な検討実施等により取

り組みます。 

1



 

２ 施策・事業の体系 

 

５つのまちづくりテーマごとにそれぞれの重点施策と重点事業を体系化していま

す。 

 

まちづくりテーマ１ 安全で安心な暮らしを築く 

 

１ 災害対策の充実 

 11 防災設備等整備事業費 

 21 危機管理対策事業費 

 31 建築物等防災対策事業費 

 51 橋りょう改修費 

 61 橋りょう架替事業費 

 71 一色川改修費 

 

２ 危機管理対策の推進 

 11 大規模震災等対策強化事業費 

 

３ 防犯・交通安全対策の充実 

 11 街頭防犯カメラ設置推進事業費 

 21 商店街経営基盤支援事業費（街路灯ＬＥＤ化・防犯カメラ） 

 31 自転車駐車場整備費 

 

まちづくりテーマ２ 「２０２０年」に向けてまちの魅力を創出する 

 

１ 市民参加型オリンピックの推進・パラリンピックの支援 

 11 オリンピック開催準備関係費 

 21 （公財）藤沢市みらい創造財団スポーツ事業関係費 

（オリンピック・パラリンピック関連事業費分） 

 31 ビーチバレー大会開催関係費 

 41 都市親善費 

 

２ オリンピック・パラリンピックを契機とした都市の魅力（レガシー）の創出 

 11 シティプロモーション関係費 

 21 誘客宣伝事業費 

 31 湘南藤沢フィルム・コミッション事業費 

 41 藤澤浮世絵館運営管理費 

 51 （公財）藤沢市みらい創造財団芸術文化事業関係費 

（文化プログラム等事業費分） 

 61 文化行事費 
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 71 アートスペース運営管理費 

 81 江の島地区周辺整備事業費 

 91 観光施設整備費 

 92 公衆便所整備費（江の島周辺公衆便所整備） 

 

まちづくりテーマ３ 笑顔と元気あふれる子どもたちを育てる 

 

  １ 子どもたちの笑顔あふれる学校教育の推進 

 11 児童支援体制充実事業費 

 21 校務支援システム構築事業費（小学校） 

 22 校務支援システム構築事業費（中学校） 

 23 校務支援システム構築事業費（特別支援学校） 

 31 教育情報機器関係費 

 41 教育情報化推進事業費 

 

  ２ 子どもの健やかな成長に向けた支援の充実 

 11 法人立保育所等施設整備助成事業費 

 21 市立保育所整備費（辻堂保育園再整備事業） 

 31 法人立保育所運営費等助成事業費 

 41  放課後児童クラブ整備事業費 

 51 小児医療助成費 

 

  ３ 支援を必要とする子ども・若者への支援の充実 

 11 子どもの生活支援事業費 

 21 子ども・若者育成支援事業費 

 31 就労支援事業費(ユースワークふじさわ） 

 41 奨学金給付事業費 

 51 子育て関係事務費（（仮称）子どもの貧困対策実施計画の策定） 

 

まちづくりテーマ４ 健康で豊かな長寿社会をつくる 

 

  １ 多様な主体による支援の充実 

 11 藤沢型地域包括ケアシステム推進事業費 

 21 生活困窮者自立支援事業費 

 31 地域生活支援事業費（相談支援事業） 

 41 介護人材育成支援事業費 

 51 成年後見制度等推進事業費（中核機関の設置） 

 61 包括的支援体制推進事業費（コミュニティソーシャルワーカーの配置の充実） 
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  ２ 健康寿命日本一に向けた健康増進・介護予防等の促進 

 11 健康づくり推進事業費 

 21 がん検診事業費 

 31 公園改修費 

 

  ３ コミュニティの活性化による持続的な地域づくりの推進 

 11 市民活動支援施設運営管理費 

 21 公益的市民活動助成事業費 

 31 市民協働推進関係費 

 41 地域の縁側等地域づくり活動支援事業費 

 51 六会地区まちづくり事業費 

 61 片瀬地区地域まちづくり事業費 

 71 明治地区まちづくり事業費 

 81 御所見地区地域まちづくり事業費 

 91 遠藤まちづくり推進事業費 

 101 長後地域活性化事業費 

 111 辻堂地区地域まちづくり事業費 

 121 善行地区まちづくり事業費 

 131 湘南大庭地域まちづくり事業費 

 141 湘南台地域まちづくり事業費 

 151 鵠沼地区まちづくり事業費 

 161 藤沢地区まちづくり事業費 

 171 村岡いきいきまちづくり事業費 

 

まちづくりテーマ５ 都市の機能と活力を高める 

 

  １ 都市基盤の充実と長寿命化対策の推進 

 11 庁舎等整備費 

 31 善行市民センター改築事業費 

 41 辻堂市民センター改築事業費 

 51 一般廃棄物中間処理施設整備事業費 

 61 鵠南小学校改築事業費 

 71 六会中学校屋内運動場改築事業費 

 81 公共施設再整備関係費 

 111 藤沢駅周辺地区再整備事業費 

 121 健康と文化の森整備事業費 

 131 長後地区整備事業費 

 141 市道新設改良費（藤沢 652 号線） 

 151 市道新設改良費（バリアフリー事業） 

 161 村岡公民館改築事業費 
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 171 市民会館整備費 

 

  ２ 誰もが移動しやすい交通体系の構築 

 11 総合交通体系推進業務費 

 

  ３ 自然との共生に向けた環境保全の推進・エネルギーの地産地消の推進 

 11 健康の森保全再生整備事業費 

 21 自然環境共生推進事業費（生物多様性地域戦略推進事業） 

 31 地球温暖化対策関係事業費 

 

  ４ 市民生活に不可欠な社会資本・経済環境の整備 

 11 住宅政策推進費 

 21 空き家対策関係費 

 31 新産業創出事業費 

 41 ロボット産業推進事業費 

 51 地域密着型商業まちづくり推進事業費 

 61 担い手育成支援事業費 

 71 藤沢ものづくりブランド応援事業費 
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３ 事業概要 

 

まちづくりテーマ等の別で集計した事業数，事業費見通しは次のとおりです。 

 

 (1) 体系別事業数 

まちづくりテーマごとの重点事業数については次のとおりです。  

 

 表１ 重点事業数一覧 

 

まちづくりテーマ 重点事業数 

１ 安全で安心な暮らしを築く １０ 

２ 「２０２０年」に向けてまちの魅力を創出する １４ 

３ 笑顔と元気あふれる子どもたちを育てる １６ 

４ 健康で豊かな長寿社会をつくる ２６ 

５ 都市の機能と活力を高める ２５ 

合  計 ９１ 

※ 重点事業には予算を伴わないものも含まれています。 

※ 現在，一般会計事業のみを重点事業としていますが，重点施策，重点事業の 

強化を図るため，特別会計事業についても，今後の行財政改革の取組効果等を 

踏まえながら，毎年度の見直しの中で調整していきます。 
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 (2) 体系別事業費見通し 

まちづくりテーマ別の年度ごとの事業費見通しは，次のとおりです。 

 

表 1 体系別事業費見通し（事業費ベース） 

（単位：千円） 

 
表 2 体系別事業費見通し（一般財源ベース） 

 （単位：千円） 

 

まちづくりテーマ
平成29年度

予算額
平成30年度

予算額
平成31年度

予算額
平成32年度

見積額
期間合計

１
安全で安心な暮らしを築く

1,095,602 959,697 1,152,682 1,665,236 4,873,217

２
「２０２０年」に向けてまち
の魅力を創出する

347,243 496,986 664,471 1,648,435 3,157,135

３
笑顔と元気あふれる子どもた
ちを育てる

2,149,726 2,350,993 3,892,919 3,181,917 11,575,555

４
健康で豊かな長寿社会をつく
る

600,235 657,920 818,003 802,684 2,878,842

５
都市の機能と活力を高める

19,042,579 5,754,683 8,311,048 7,668,444 40,776,754

合　　計
23,235,385 10,220,279 14,839,123 14,966,716 63,261,503

まちづくりテーマ
平成29年度

予算額
平成30年度

予算額
平成31年度

予算額
平成32年度

見積額
期間合計

１
安全で安心な暮らしを築く

434,319 342,348 320,985 644,487 1,742,139

２
「２０２０年」に向けてまち
の魅力を創出する

322,903 370,599 422,724 1,256,509 2,372,735

３
笑顔と元気あふれる子どもた
ちを育てる

1,787,325 1,819,256 2,925,333 2,811,303 9,343,217

４
健康で豊かな長寿社会をつく
る

423,952 481,035 453,510 468,406 1,826,903

５
都市の機能と活力を高める

1,417,414 744,135 1,016,596 1,687,816 4,865,961

合　　計
4,385,913 3,757,373 5,139,148 6,868,521 20,150,955
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 (3) 款別事業費見通し 

事務事業（予算事業）の区分である款をもとに区分した年度ごとの事業費は，

次のとおりです。 

 

表 3 款別事業費見通し（事業費ベース） 

（単位：千円） 

 

 

 

 

表 4 款別事業費見通し（一般財源ベース） 

（単位：千円） 

 

 

 

 

平成29年度
予算額

平成30年度
予算額

平成31年度
予算額

平成32年度
見積額

期間合計

総務費 15,766,181 1,107,757 5,307,554 2,729,776 24,911,268

環境保全費 26,717 19,733 13,087 16,713 76,250

民生費 2,261,501 2,455,847 3,452,915 2,742,385 10,912,648

衛生費 125,020 358,033 1,135,700 927,447 2,546,200

労働費 1,849,931 2,572,032 17,041 17,041 4,456,045

農林水産業費 24,240 22,190 25,161 25,161 96,752

商工費 178,317 192,819 340,419 198,582 910,137

土木費 2,571,937 2,624,324 2,753,443 5,333,090 13,282,794

消防費 14,637 25,318 11,406 17,851 69,212

教育費 416,904 842,226 1,782,397 2,958,670 6,000,197

計 23,235,385 10,220,279 14,839,123 14,966,716 63,261,503

平成29年度
予算額

平成30年度
予算額

平成31年度
予算額

平成32年度
見積額

期間合計

総務費 1,025,685 204,200 654,457 310,631 2,194,973

環境保全費 16,286 11,269 9,594 12,713 49,862

民生費 1,794,402 1,810,709 2,366,213 2,248,152 8,219,476

衛生費 109,873 98,586 112,401 259,588 580,448

労働費 23,197 66,302 17,041 17,041 123,581

農林水産業費 1,340 1,090 1,001 1,001 4,432

商工費 171,728 153,995 166,794 173,527 666,044

土木費 858,775 980,373 773,169 2,208,115 4,820,432

消防費 1,020 7,827 8,406 14,751 32,004

教育費 383,607 423,022 1,030,072 1,623,002 3,459,703

計 4,385,913 3,757,373 5,139,148 6,868,521 20,150,955
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 (4) 性質別事業費見通し 

事業の性質をもとに区分した年度ごとの事業費は，次のとおりです。 

消費的経費とは，支出効果がその年度限り又は極めて短期間に終わるもので，

後年度に形を残さない性質の経費です。人件費，福祉の給付金，道路や施設の維

持補修費などが該当します。 

投資的経費とは，支出の効果が，施設等として長期間にわたる性質の経費で，

普通建設事業費などが該当します。 

 

表 5 性質別事業費見通し（事業費ベース） 

（単位：千円） 

 

 

表 6 性質別事業費見通し（一般財源ベース） 

（単位：千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成29年度
予算額

平成30年度
予算額

平成31年度
予算額

平成32年度
見積額

期間合計

消費的経費 5,189,450 6,128,626 5,055,181 5,061,458 21,434,715

投資的経費 18,045,935 4,091,653 9,783,942 9,905,258 41,826,788

合計 23,235,385 10,220,279 14,839,123 14,966,716 63,261,503

平成29年度
予算額

平成30年度
予算額

平成31年度
予算額

平成32年度
見積額

期間合計

消費的経費 2,680,517 2,798,910 3,899,244 4,338,536 13,717,207

投資的経費 1,705,396 958,463 1,239,904 2,529,985 6,433,748

合計 4,385,913 3,757,373 5,139,148 6,868,521 20,150,955

9



 

４ 重点事業等 

 

重点事業について，予算事業名（事務事業名）ごとに示します。 

事業の説明は平成３１年度の予算事業に関する内容を記載しています。 

 

※ 事業費については，平成２９，３０，３１年度は予算額，平成３２年度は事業

見積額です。 

※ 「〔事業費（事務事業中の重点事業分）〕」中，金額が０となっているものは事業

経費のないことを，空欄となっているものは今後事業費を積算することを表して

います。 

※ 地域づくりに関する事業は，重点事業等と地域づくりの項目に記載しています。 
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藤沢市市政運営の総合指針２０２０体系別事業一覧

　課　名 頁

まちづくりテーマ１ 「安全で安心な暮らしを築く」

1 災害対策の充実

11 防災政策課 15

21 危機管理課 16

31 建築指導課 17

51 橋りょう改修費 道路維持課 19

61 橋りょう架替事業費 道路維持課 20

71 一色川改修費 河川水路課 21

2 危機管理対策の推進

11 大規模震災等対策強化事業費 警防課 22

3 防犯・交通安全対策の充実

11 街頭防犯カメラ設置推進事業費 防犯交通安全課 23

21 商店街経営基盤支援事業費（街路灯ＬＥＤ化・防犯カメラ） 産業労働課 25

31 自転車駐車場整備費 道路河川総務課 26

まちづくりテーマ２ 「『２０２０年』に向けてまちの魅力を創出する」

1 市民参加型オリンピックの推進・パラリンピックの支援

11 オリンピック開催準備関係費
東京オリンピック・パラ
リンピック開催準備室

27

21 スポーツ推進課 28

31 ビーチバレー大会開催関係費 スポーツ推進課 29

41 都市親善費 人権男女共同平和課 30

2 オリンピック・パラリンピックを契機とした都市の魅力（レガシー）の創出

11 シティプロモーション関係費
観光シティプロモーショ
ン課

31

21 誘客宣伝事業費
観光シティプロモーショ
ン課

32

31 湘南藤沢フィルム・コミッション事業費
観光シティプロモーショ
ン課

34

41 藤澤浮世絵館運営管理費 郷土歴史課 35

51 文化芸術課 36

61 文化行事費 文化芸術課 37

71 アートスペース運営管理費 文化芸術課 38

81 江の島地区周辺整備事業費 江の島地区周辺整備担当 39

91 観光施設整備費
観光シティプロモーショ
ン課

40

92 公衆便所整備費（江の島周辺公衆便所整備） 環境総務課 41

（公財）藤沢市みらい創造財団スポーツ事業関係費
（オリンピック・パラリンピック関連事業費分）

（公財）藤沢市みらい創造財団芸術文化事業関係費
（文化プログラム等事業費分）

体系コード 　事 務 事 業 名

防災設備等整備事業費

危機管理対策事業費

建築物等防災対策事業費

11



　課　名 頁体系コード 　事 務 事 業 名

まちづくりテーマ３ 「笑顔と元気あふれる子どもたちを育てる」

1 子どもたちの笑顔あふれる学校教育の推進

11 児童支援体制充実事業費 学務保健課 42

21 校務支援システム構築事業費（小学校） 教育総務課 43

22 校務支援システム構築事業費（中学校） 教育総務課 43

23 校務支援システム構築事業費（特別支援学校） 教育総務課 43

31 教育情報機器関係費 教育総務課 44

41 教育情報化推進事業費 教育総務課 45

2 子どもの健やかな成長に向けた支援の充実

11 法人立保育所等施設整備助成事業費 子育て企画課 46

21 市立保育所整備費（辻堂保育園再整備事業） 子育て企画課／保育課 47

31 法人立保育所運営費等助成事業費 保育課 48

41 放課後児童クラブ整備事業費 青少年課 50

51 小児医療助成費 子育て給付課 51

3 支援を必要とする子ども・若者への支援の充実

11 子どもの生活支援事業費 子ども家庭課 53

21 子ども・若者育成支援事業費 青少年課 54

31 就労支援事業費(ユースワークふじさわ） 産業労働課 55

41 奨学金給付事業費 教育総務課 56

51 子育て関係事務費（（仮称）子どもの貧困対策実施計画の策定） 子育て企画課 57

まちづくりテーマ４ 「健康で豊かな長寿社会をつくる」

1 多様な主体による支援の充実

11 藤沢型地域包括ケアシステム推進事業費
地域包括ケアシステム推
進室

59

21 生活困窮者自立支援事業費
地域包括ケアシステム推
進室

60

31 地域生活支援事業費（相談支援事業） 障がい福祉課 62

41 介護人材育成支援事業費 介護保険課 64

51 成年後見制度等推進事業費（中核機関の設置）
地域包括ケアシステム推
進室

66

61 包括的支援体制推進事業費
地域包括ケアシステム推
進室

68

（コミュニティソーシャルワーカーの配置の充実）

2 健康寿命日本一に向けた健康増進・介護予防等の促進

11 健康づくり推進事業費 健康増進課 70

21 がん検診事業費 健康増進課 71

31 公園改修費 公園課 72
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　課　名 頁体系コード 　事 務 事 業 名

3 コミュニティの活性化による持続的な地域づくりの推進

11 市民活動支援施設運営管理費 市民自治推進課 73

21 公益的市民活動助成事業費 市民自治推進課 74

31 市民協働推進関係費 市民自治推進課 75

41 地域の縁側等地域づくり活動支援事業費
地域包括ケアシステム推
進室

76

51 六会地区まちづくり事業費 六会市民センター 77

61 片瀬地区地域まちづくり事業費 片瀬市民センター 78

71 明治地区まちづくり事業費 明治市民センター 79

81 御所見地区地域まちづくり事業費 御所見市民センター 80

91 遠藤まちづくり推進事業費 遠藤市民センター 81

101 長後地域活性化事業費 長後市民センター 82

111 辻堂地区地域まちづくり事業費　 辻堂市民センター 83

121 善行地区まちづくり事業費 善行市民センター 84

131 湘南大庭地域まちづくり事業費 湘南大庭市民センター 85

141 湘南台地域まちづくり事業費 湘南台市民センター 86

151 鵠沼地区まちづくり事業費 鵠沼市民センター 87

161 藤沢地区まちづくり事業費 藤沢公民館 88

171 村岡いきいきまちづくり事業費 村岡公民館 89

まちづくりテーマ５ 「都市の機能と活力を高める」

1 都市基盤の充実と長寿命化対策の推進

11 庁舎等整備費 管財課 91

31 善行市民センター改築事業費
市民自治推進課／善行市
民センター

92

41 辻堂市民センター改築事業費 市民自治推進課 93

51 一般廃棄物中間処理施設整備事業費 北部環境事業所 94

61 鵠南小学校改築事業費 学校施設課 95

71 六会中学校屋内運動場改築事業費 学校施設課 96

81 公共施設再整備関係費 企画政策課 97

111 藤沢駅周辺地区再整備事業費 藤沢駅周辺地区整備担当 98

121 健康と文化の森整備事業費 西北部総合整備事務所 99

131 長後地区整備事業費
都市整備課長後地区整備
事務所

100

141 市道新設改良費（藤沢652号線） 道路整備課 101

151 市道新設改良費（バリアフリー事業） 道路整備課 101
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　課　名 頁体系コード 　事 務 事 業 名

161 村岡公民館改築事業費 村岡公民館 102

171 市民会館整備費 文化芸術課 103

2 誰もが移動しやすい交通体系の構築

11 総合交通体系推進業務費 都市計画課 104

3 自然との共生に向けた環境保全の推進・エネルギーの地産地消の推進

11 健康の森保全再生整備事業費 西北部総合整備事務所 106

21 自然環境共生推進事業費（生物多様性地域戦略推進事業） みどり保全課 107

31 地球温暖化対策関係事業費 環境総務課 108

4 市民生活に不可欠な社会資本・経済環境の整備

11 住宅政策推進費 住宅政策課 109

21 空き家対策関係費 住宅政策課 110

31 新産業創出事業費 産業労働課 111

41 ロボット産業推進事業費 産業労働課 112

51 地域密着型商業まちづくり推進事業費 産業労働課 114

61 担い手育成支援事業費 農業水産課 115

71 藤沢ものづくりブランド応援事業費 産業労働課 116
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　総務費

款 ２ 項 ７ 目 ２ 細目 01 説明 05

【事業概要】
　　災害に対する備えとして、防災備蓄資機材、防災ラジオ、津波避難施設、ふじさわ防災ナビ等
　の整備や充実・強化を推進する。

１．防災備蓄資機材等の整備・充実 千円
　　・おかゆ、長期保存食（ビスケット）、粉ミルク、簡易トイレ処理袋、毛布等の購入費

千円
　　・防災拠点管理業務委託料 千円
　　・花ノ木公園耐震性飲料用貯水槽設置工事費等 千円

２．防災ラジオの市民頒布 千円
　　災害時等に緊急割込放送を自動受信できる防災ラジオ1,000台の購入及び頒布

３．津波避難対策の充実・強化 千円
　　・津波避難ビル設置用簡易トイレ処理袋等の購入費 千円
　　・津波避難施設整備事業費補助金 千円
　　・下藤が谷ポンプ場の敷地を活用した津波避難施設実施設計業務委託料

千円

４．ふじさわ防災ナビの普及・充実 千円
　　・市民配布用の冊子「みんなの防災・オーダーメイドの災害対応編」の増刷

千円
　　・スマートフォンアプリ「ふじさわ街歩きナビ」の保守管理業務委託料

千円

５．防災対策の充実・強化 千円
　　・危険ブロック塀等安全対策工事費補助金 千円
　　・洪水ハザードマップの改訂に向けた河川測量及び流出解析業務委託料

千円

〔事業費（事務事業中の重点事業分）〕

57,827
6,600

51,227

2,470
10,000

11,495

2,823

940

1,883

23,965

（その他） 防災ラジオ売払収入 2,000

（その他） 災害対応型自動販売機設置協力金 4,524

175,735

59,991
1,760

113,984

7,992

3,524 23,473

特定財源の内訳

（国庫支出金） 社会資本整備総合交付金 35,623

（県支出金） 市町村地域防災力強化事業費補助金 21,716

（地方債） 防災施設整備事業債 72,300

対前年度 39,560 △ 2,737 2,100 13,200

132,179

区　　分 事業費

平成３０年度 228,782 38,360 19,616 59,100 3,000
268,342 35,623 21,716 72,300 6,524平成３１年度

108,706

事　業　名 　防災設備等整備事業費

予算科目 防災政策課

指針体系コード １－１－１１
まちづくりテーマ 安全で安心な暮らしを築く

重点施策名 災害対策の充実

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

1,035,702
予算額 予算額 予算額 見積額

260,665 228,782 268,342 277,913

備考
平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

事業費合計
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　総務費

款 ２ 項 ７ 目 ２ 細目 01 説明 07

【事業概要】
　　本市に想定されている災害に対し被害を最小限に留め、安全で安心なまちづくりを推進するた
　め、指定緊急避難場所等への表示看板の設置や海抜表示公共小型看板の更新等の各種対策を実施
　する。また、東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会の開催地として、危機対処能
　力の向上や関係機関との連携強化を図るため、オリンピック開催に向けた危機管理対策訓練を実
　施する。

(新) １．指定緊急避難場所等表示看板の設置 千円
　  災害時の迅速かつ円滑な避難対策の推進にあたり、市内の公共施設等を災害種別ごとの
　指定緊急避難場所及び指定避難所に順次指定することに伴い、指定緊急避難場所等につい
　て、災害発生時のみならず、日常的に周知・啓発を行うため、指定する施設の入口等に避
　難場所等であることを示す蓄光型の表示看板の設置を行う。
　　・平成３１年度設置予定数　36カ所

２．海抜表示公共小型看板の更新 千円
　　津波避難対策の一環として、平成２３年度に東京電力パワーグリッド（株）所有の電柱
　に設置した、海抜及び津波注意喚起を表示した公共小型看板（市内1,000カ所）について、
　経年劣化に伴い、平成２９年度から計画的に更新を行っており、平成３１年度も順次更新
　を行う。
　　・平成３１年度更新予定数　200カ所

(新) ３．オリンピック開催に向けた危機管理対策訓練の実施 千円
　　東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会開催地として、災害、テロ等への
　備えを充実させ、危機事案への対処能力の向上と関係機関の連携強化を目的とした危機管
　理対策訓練を実施する。

　 指定緊急避難場所等表示看板(イメージ)    海抜表示公共小型看板（イメージ）

〔事業費（事務事業中の重点事業分）〕

事　業　名 　危機管理対策事業費

予算科目 危機管理課

指針体系コード １－１－２１
まちづくりテーマ 安全で安心な暮らしを築く

重点施策名 災害対策の充実

一般財源

平成３１年度 7,674 1,558 6,116

区　　分 事業費 国庫支出金 県支出金 地方債 その他

4,377
対前年度 1,110 △ 629 1,739

平成３０年度 6,564 2,187

1,034

2,996

平成29年度

特定財源の内訳 （県支出金） 市町村地域防災力強化事業費補助金 1,558

3,644

事業費合計 備考
平成30年度 平成31年度 平成32年度

予算額 予算額 予算額 見積額
4,556 6,564 7,674 4,678 23,472
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　土木費

款 ９ 項 １ 目 ２ 細目 01 説明 03

【施策等を必要とする背景】
　　建築物の耐震改修の促進に関する法律の改正及び藤沢市耐震改修促進計画の改定に伴い、緊急
　輸送道路沿道建築物の所有者に耐震診断を義務付け、その結果に応じて耐震改修を行うよう努め
　るものとした。本市の緊急輸送道路沿道建築物補助制度の対象が耐震診断のみであることから、
　耐震改修工事等補助制度を創設し、緊急輸送道路等避難路の閉塞対策をより一層進める。 

【提案に至るまでの経緯】
　　建築物の耐震改修の促進に関する法律の改正に伴い、平成２８年に藤沢市耐震改修促進計画を
　改定し、耐震診断を義務付ける道路を位置付け、倒壊した場合に当該道路を閉塞するおそれのあ
　る旧耐震建築物の所有者を対象に、耐震診断に要する費用の一部を補助している。
　　平成２５年１１月　改正建築物の耐震改修の促進に関する法律施行
　　平成２８年　４月　藤沢市耐震改修促進計画改定
　　平成２８年　７月　藤沢市耐震診断義務対象沿道建築物耐震診断補助制度創設

【市民参加の実施の有無とその内容】 無

【市の策定する計画や条例との整合性】
【藤沢市耐震改修促進計画】
・藤沢市耐震改修促進計画において建築物の耐震化を促進するための施策に位置付け

地域の防災上の観点から重要な路線については、重点的に耐震化を促進する

【将来にわたる効果及び費用】
　１．将来にわたる効果
　　　本事業の実施により、地震によって倒壊し、道路を閉塞するおそれがある緊急輸送道路沿道
　　建築物の耐震化が図られ、防災上の観点から重要な路線を確保することができる。
　２．将来にわたる費用
　　　補助制度の概要は次のとおり
　　　・耐震改修設計（補助率２／３、補助上限　1,400,000円（木造100,000円））
　　　・耐震改修工事（補助率２／３、補助上限　20,000,000円（木造1,350,000円）かつ次の区分
　　　　　　　　　　　に応じて算出した額の２／３）
　　　　　　　　　　　　　　　住宅　33,500円×床面積
　　　　　　　　　　　　マンション　49,300円×床面積
　　　　　　　　　　　非住宅建築物　50,300円×床面積
　　　・除却（補助率２／３、補助上限　10,000,000円かつ次の区分に応じて算出した額の２／３）
　　　　　　　　　　　　木造建築物　 9,000円×床面積
　　　　　　　　　　　非木造建築物　25,000円×床面積
　　　平成３１年度は補助制度の創設及び周知を行い、補助制度を利用する旨の登録をした緊急輸
　　送道路沿道建築物について、翌年度以降に予算措置を図るものとする。
　　　本事業実施による毎年度の財政負担見込額は次のとおり 

　平成３２年度　　　21,400千円
　平成３３年度以降　42,800千円／年

沿道建築物耐震化支援事業費補助金 3,200

＜拡充事業＞ 耐震診断義務対象沿道建築物耐震改修工事等補助制度の創設

特定財源の内訳

（国庫支出金） 社会資本整備総合交付金 17,530

（県支出金） 市町村地域防災力強化事業費補助金 8,249

（県支出金）

29,737
対前年度 △ 12,996 △ 1,720 △ 2,605 △ 8,671

平成３０年度 63,041 19,250 14,054

一般財源

平成３１年度 50,045 17,530 11,449 21,066

区　　分 事業費 国庫支出金 県支出金 地方債 その他

事　業　名 　建築物等防災対策事業費

予算科目 建築指導課

指針体系コード １－１－３１
まちづくりテーマ 安全で安心な暮らしを築く

重点施策名 災害対策の充実
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【事業概要】
　　災害対策を充実するため、建築物の耐震性能の把握と向上を図るとともに、藤沢市住宅耐震化
　緊急促進アクションプログラムに基づき、住宅耐震化に向け個別通知等による普及啓発に取り組
　む。
　　昭和５６年新耐震基準以前に建築された在来軸組構法２階建て木造住宅（以下「対象住宅」と
　いう。）の所有者及び非木造の分譲マンションの管理組合、耐震診断が義務化された緊急輸送道
　路沿道建築物所有者を対象に、既存建築物の耐震化促進事業を行う。

１．木造住宅耐震診断補助 千円
　　対象住宅の所有者を対象に、耐震診断に要する費用の１／２を補助する。
　 ・一般診断（補助上限 60,000円） ５０件

２．木造住宅耐震改修工事補助 千円
　　耐震診断の総合評点が１．０未満の対象住宅の耐震改修工事を行う所有者を対象に、耐
　震改修工事に要する費用の１／２を補助する。さらに、木造住宅耐震診断補助を受けた後
　に耐震改修工事の実施に至った場合には、診断における自己負担分の追加補助を行う。

・耐震改修工事　　　（補助上限 900,000円） ３０件
　 ・耐震診断自己負担分（補助上限   60,000円） ２５件

３．木造住宅耐震シェルター・ベッド設置補助 千円
　　耐震診断の総合評点が１．０未満の対象住宅に耐震シェルター・ベッドの設置を行う所
　有者を対象に、設置に要する費用の１／２を補助する。

・耐震シェルター・ベッド設置（補助上限 200,000円） １件

４．分譲マンション耐震診断補助 千円
　　昭和５６年新耐震基準以前に建築された、非木造の分譲マンションの管理組合を対象に、
　予備診断又は本診断に要する費用の１／２を補助する。

・予備診断（補助上限    150,000円） ２件
・本 診 断（補助上限 1,500,000円） １件

５．耐震診断義務対象沿道建築物耐震診断補助 千円
　　耐震改修促進計画に基づき、耐震診断が義務付けられた緊急輸送道路沿道の旧耐震建築
　物（要安全確認計画記載建築物）所有者を対象に、診断に要する費用の一部を補助する。
　 ・本診断（補助率　５／６） ６件

６．耐震アドバイザー講師謝礼 千円
　　分譲マンションの耐震化促進に向けた合意形成を図るため、管理組合等に対し専門家の
　立場からサポートするアドバイザー（建築士等）を派遣する。

・講師謝礼（20,000円／回） １０回

７．建築物等防災対策事務経費 千円

〔事業費（事務事業中の重点事業分）〕
平成30年度 平成31年度 平成32年度

事業費合計 備考

278,855
予算額 予算額 見積額

63,041 50,045 120,765

平成29年度

45,004
予算額

28,500

200

1,800

16,000

200

345

3,000
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　土木費

款 ９ 項 ２ 目 ５ 細目 01 説明 02

【事業概要】
　　大地震発生時の避難路確保を図るため、境川に架かる新屋敷橋の耐震化工事及び弁天橋の耐震
　化設計委託を実施する。また、橋りょう長寿命化修繕計画に基づき、定期点検等の委託及び支承
　交換等維持補修工事を実施する。
　

１．委託料 千円
　　弁天橋耐震化設計委託
　　長寿命化修繕計画に基づく橋りょう定期点検委託等

２．工事請負費 千円
　　新屋敷橋耐震化工事
　　橋りょう長寿命化修繕計画に基づく高欄・支承交換及び塗装塗替等維持補修工事
　　　（弁天橋、湘南台歩道橋、城下橋、川名橋、大庭大橋、竜昇橋、鐘淵橋等）

〔事業費（事務事業中の重点事業分）〕

1,632,639
予算額 見積額

346,364 341,575 470,305 474,395

（この事業は平成３０年度１２月補正で増額した事業）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度
事業費合計 備考

予算額 予算額

74,085

396,220

新屋敷橋（境川）【耐震化工事】 城下橋（引地川）【支承交換工事】

川名橋（柏尾川）【伸縮装置交換等工事】 弁天橋（境川）【高欄・橋面改修工事等】

特定財源の内訳
（国庫支出金） 社会資本整備総合交付金 140,800

（地方債） 橋りょう整備事業債 241,900

113,826
対前年度 128,730 31,251 123,700 △ 26,221

平成３０年度 341,575 109,549 118,200

一般財源

平成３１年度 470,305 140,800 241,900 87,605

区　　分 事業費 国庫支出金 県支出金 地方債 その他

事　業　名 　橋りょう改修費

予算科目 道路維持課

指針体系コード １－１－５１
まちづくりテーマ 安全で安心な暮らしを築く

重点施策名 災害対策の充実
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　土木費

款 ９ 項 ２ 目 ６ 細目 01 説明 01

【事業概要】
　　水害対策を図るために神奈川県が実施する河川改修事業にあわせて、蓼川の蓼中橋、蓼中人道
　橋の架替事業及び境橋の撤去を行う。

１．蓼中橋架替事業 千円
　　平成３１年度は左岸側の橋台と護岸の築造及び上部工製作工事等を実施する。

＜継続費＞ 　蓼中橋架替工事（左岸下部工） （単位：千円）

＜継続費＞ 　蓼中橋架替工事（左岸護岸工） （単位：千円）

＜継続費＞ 　蓼中橋架替工事（鋼上部製作架設工） （単位：千円）

２．境橋撤去事業 千円
　　県の河川改修工事に先だち、新境橋上流に位置する境橋上部工の撤去を実施する。

３．橋りょう架替事務経費 千円

〔事業費（事務事業中の重点事業分）〕

728,065
予算額 予算額 予算額 見積額

200,858 171,277 175,757 180,173

3,278

1,825

蓼中橋【左岸橋台築造工事】 境橋【撤去工事】

平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度
事業費合計 備考

年割額
平成31年度 平成32年度 合計

33,478 43,159 76,637

年割額
平成31年度 平成32年度 合計

92,026 62,734 154,760

170,654

年割額
平成30年度 平成31年度 合計

62,285 45,150 107,435

特定財源の内訳
（県支出金） 蓼川橋りょう架替事業費負担金 156,070

（その他） 境橋撤去事業負担金 1,639

14,382
対前年度 4,480 △ 825 1,639 3,666

平成３０年度 171,277 156,895 0

一般財源

平成３１年度 175,757 156,070 1,639 18,048

区　　分 事業費 国庫支出金 県支出金 地方債 その他

事　業　名 　橋りょう架替事業費

予算科目 道路維持課

指針体系コード １－１－６１
まちづくりテーマ 安全で安心な暮らしを築く

重点施策名 災害対策の充実
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　土木費

款 ９ 項 ３ 目 ２ 細目 01 説明 01

【事業概要】
　　一色川流域の浸水被害を軽減し、流域住民の安全・安心を確保するため、準用河川一色川整備
　基本計画に基づき、河川改修事業を行う。
　　護岸工事に先立ち、引地川合流点にある稲荷山橋の架替工事に着手し、引き続き、改修事業に
　必要な事業用地の取得及び補償等を実施する。

１．委託料 千円
　　一色川左岸土質調査委託
　　一色川護岸健全化対策予備設計委託　Ｌ＝１２０ｍ
　　一色川改修工事に伴う建物等調査再算定委託
２．工事請負費 千円
　　稲荷山橋架替工事（左岸下部工・護岸工）
＜継続費＞ 　稲荷山橋架替工事（左岸下部工・護岸工） （単位：千円）

３．公有財産購入費及び補償金 千円
　　事業用地取得費
　　事業用地取得に伴う補償
４．一色川改修事務経費 千円

〔事業費（事務事業中の重点事業分）〕

予算額 見積額
100,924 44,481 131,851 78,668 355,924

10,585

79,000

40,000

2,266

（この事業は平成３０年度９月補正で増額した事業）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度
事業費合計 備考

予算額 予算額

年割額
平成31年度 平成32年度 合計

79,000 12,000 91,000

特定財源の内訳
（国庫支出金） 社会資本整備総合交付金 10,000

（地方債） 河川改修事業債 98,000

20,581
対前年度 87,370 2,000 82,100 3,270

平成３０年度 44,481 8,000 15,900

一般財源

平成３１年度 131,851 10,000 98,000 23,851

区　　分 事業費 国庫支出金 県支出金 地方債 その他

事　業　名 　一色川改修費

予算科目 河川水路課

指針体系コード １－１－７１
まちづくりテーマ 安全で安心な暮らしを築く

重点施策名 災害対策の充実

【案 内 図】 

土質調査及び 

護岸健全化対策箇所 

稲荷山橋架替工事 

事業用地取得及び補償箇所 
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　消防費

款 １０ 項 １ 目 ３ 細目 01 説明 06

【事業概要】
　　近年中に発生が懸念されている大規模地震や台風及び集中豪雨等による風水害、また大規模イ
　ベントにおけるテロ等の特殊災害への対策を強化するため、災害対応資機材の整備等を行う。
　　

１．災害対応資機材の整備 千円
　　大規模地震における建物倒壊や土砂災害現場での崩壊危険物の安定化を図り、活動隊員　
　の安全を確保するため、資機材を整備する。
　・レスキューサポート 　 １セット

２．災害対応資機材の更新等 千円
　・浸水害対応救助ボート（ＦＲＰ製ボート） ５艇 千円
　・特殊災害対応資機材の更新（化学防護服、検知資機材等） 千円
　・特殊災害対応資機材の点検 千円

　　

【レスキューサポート】

 

  【ＦＲＰ製ボート】

〔事業費（事務事業中の重点事業分）〕

事　業　名 　大規模震災等対策強化事業費

予算科目 警防課

指針体系コード １－２－１１
まちづくりテーマ 安全で安心な暮らしを築く

重点施策名 危機管理対策の推進

一般財源

平成３１年度 11,406 0 0 3,000 8,406

区　　分 事業費 国庫支出金 県支出金 地方債 その他

8,925

7,827
対前年度 △ 13,912 △ 2,693 △ 4,498 △ 7,300 579

平成３０年度 25,318 2,693 4,498 10,300

特定財源の内訳 （地方債） 消防施設整備事業債 3,000

2,481

14,637 25,318 11,406 17,851

3,438
4,161
1,326

平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度
事業費合計 備考

予算額
69,212

予算額 予算額 見積額

22



　環境保全費

款 ３ 項 １ 目 ４ 細目 03 説明 05

【施策等を必要とする背景】
　　平成１６年度から自治会・町内会による防犯カメラ設置費の補助を行い、防犯カメラの設置を
　推進しているが、設置後の修繕等に係る費用は自治会・町内会の負担となっていることから、設
　置が困難な自治会・町内会があること、また、既に設置した自治会・町内会からも設置後の修繕
　費等維持管理費の補助についての要望が寄せられていることから、防犯カメラの設置推進にあた
　り補助対象を拡大する。

【提案に至るまでの経緯】
　　自治会・町内会の費用負担を減らし、多くの自治会・町内会が設置しやすい環境を整える必要
　があるため、設置費に加えて修繕費補助を行う。

【市民参加の実施の有無とその内容】 有
　　平成２８年度に実施した「カイゼンふじさわ」での意見及び自治会・町内会からの要望。

【市の策定する計画や条例との整合性】
　　藤沢市市政運営の総合指針２０２０の重点事業として位置付けられている「安全で安心な暮ら
　しを築く」の更なる推進。

【将来にわたる効果及び費用】
　１．将来にわたる効果
　　　より多くの自治会・町内会が防犯カメラを設置することが期待されることから、更なる犯罪
　　抑止効果及び市民の体感治安の向上が図られる。
　２．将来にわたる費用
　　　自治会・町内会の費用負担の軽減が図られることから、平成３２年度以降は修繕実績をもと
　　に調整し、今後も継続して補助を実施する。

＜拡充事業＞ 自治会・町内会が設置した防犯カメラへの修繕費補助

823
特定財源の内訳 （県支出金） 地域防犯力強化支援事業補助金 788

対前年度 △ 136  △ 959   
平成３０年度 9,516 1,747 7,769

一般財源

平成３１年度 9,380 788 8,592

区　　分 事業費 国庫支出金 県支出金 地方債 その他

事　業　名 　街頭防犯カメラ設置推進事業費

予算科目 防犯交通安全課

指針体系コード １－３－１１
まちづくりテーマ 安全で安心な暮らしを築く

重点施策名 防犯・交通安全対策の充実
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【事業概要】
　　市が設置する街頭防犯カメラの設置費、自治会・町内会が設置する防犯カメラの設置費の補助 
　を行っており、平成３１年度から新たに自治会・町内会が設置した防犯カメラの修繕にかかる費 
　用を補助する。

１．街頭防犯カメラ設置等 千円
　　湘南台駅東口周辺、西口周辺及び地下通路（計３台）辻堂駅南口１台

・防犯カメラ設置費 千円
・防犯カメラ維持管理費 千円

　　辻堂駅南口　設置箇所イメージ

千円
　　自治会・町内会が設置する防犯カメラ２３台について設置費の一部を補助する。
　　・補助率：設置費の４分の３、又は１台当たり３７５千円の低い額を補助

（単位：千円）

(拡) ３．自治会・町内会が設置した防犯カメラへの修繕費補助 千円
　　・補助対象：防犯カメラ本体及び周辺機器
　　・補助率：修繕費用の４分の３
　　・補助限度額：２００千円
　　・申請：１団体につき年２回とする。ただし１回目の申請で補助限度額となった場合
　　は年１回とする。　

〔事業費（事務事業中の重点事業分）〕

２．自治会・町内会による防犯カメラ設置費補助

予算額 予算額 予算額 見積額
平成30年度 平成31年度 平成32年度

事業費合計

7,269

1,000

平成29年度

17,366

備考

9,516 9,380 12,713 48,975

990
121

1,111

地区 区分 台数 補助金額

湘南台 新規 2 750
明治 新規 1 243
善行 更新 2 484
鵠沼 更新 2 453
鵠沼 新規 2 412
鵠沼 新規 1 375
村岡 新規 2 750
片瀬 更新 1 375
片瀬 更新 1 375
片瀬 更新 5 1,698
片瀬 更新 3 979
片瀬 更新 1 375

23 7,269

自治会・町内会名

今田北自治会
クリオレジダンス湘南辻堂自治会
亀井野住宅自治会

合計

片瀬山3丁目自治会
片瀬山4丁目自治会

片瀬山5丁目自治会

ニコニコ自治会
鵠沼藤が谷会
鵠南みどり会
川名自治会
片瀬山1丁目自治会
片瀬山2丁目自治会
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　商工費

款 ８ 項 １ 目 ２ 細目 02 説明 02

【事業概要】
　　地域コミュニティの核として市民生活を支える商店街を維持するため、商店街団体の共同施設
　の運営や維持管理、新設及び修繕など基盤整備事業等に対する助成を行い、商店街経営基盤の安
　定を図る。

１．商店街駐車場運営事業補助金 千円
　　消費者の利便性の向上と快適な買物空間の創出及び違法駐車の減少を図るため、一般社
　団法人藤沢市商店会連合会に加盟している商店街団体が設置した顧客用駐車場の運営費の
　一部を助成する。

・提携駐車場に対する助成 千円
１４カ所　遊行通り４丁目商店街振興組合　他１２商店街

・借上駐車場に対する助成 千円
１カ所　　片瀬竜の口商店街振興組合

２．商店街街路灯電灯料補助金 千円
　　商店街の活性化及び安全・安心なまちづくりを推進するため、一般社団法人藤沢市商店
　会連合会に加盟している商店街団体が設置及び管理する街路灯の電灯料に対し、補助対象
　電灯料を全額助成する。

・街路灯　２,７０８灯　　本町白旗商店街振興組合　他３３商店街

(拡) ３．商店街共同施設設置事業補助金 千円
　　商店街の環境を改善し、活性化を図るため、共同施設の設置または改修、修繕を実施す
　る商店街団体に対し、その設置費用または改修、修繕費用の一部を助成する。
　　また新たに、これまで対象外であった防犯カメラの修繕についても、その修繕費用の一
　部を助成する。

・街路灯設置等 弥勒寺商店会　他１商店街 千円
・防犯カメラ修繕 千円

４．ショッピングモール事業補助金 千円
　　安全・快適な買い物空間の創出のため、壁面線後退に伴う歩道の整備に対し、その費用
　を全額助成する。

・長後商店街協同組合

〔事業費（事務事業中の重点事業分）〕

事　業　名 　商店街経営基盤支援事業費

予算科目 産業労働課

指針体系コード １－３－２１
まちづくりテーマ 安全で安心な暮らしを築く

重点施策名 防犯・交通安全対策の充実

一般財源

平成３１年度 39,503 39,503

区　　分 事業費 国庫支出金 県支出金 地方債 その他

34,154
対前年度 5,349 5,349

平成３０年度 34,154

11,118

10,623

495

12,110

14,612

13,612
1,000

1,663

平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度
事業費合計 備考

予算額 予算額 予算額 見積額
13,294 10,647 1,000 24,941
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　土木費

款 ９ 項 ２ 目 ７ 細目 01 説明 02

【事業概要】
　　歩行者の安全かつ円滑な通行の確保や自転車等の利用者の利便性の向上を図るため、自転車等
　駐車場の整備を進めるとともに、民間自転車等駐車場の新設に対する補助を行う。

１．委託料 千円
　　（仮称）藤沢本町駅自転車等駐車場詳細設計委託
　　（仮称）藤沢本町駅自転車等駐車場整備に伴う家屋調査委託

２．施設修繕費 千円
　　藤沢本町駅第３自転車等駐車場移設に伴う修繕 

３．補助金 千円
　　藤沢駅北口民間自転車等駐車場の新設費用に対する補助

４．自転車駐車場整備事務経費 千円

〔事業費（事務事業中の重点事業分）〕

事　業　名 　自転車駐車場整備費

予算科目 道路河川総務課

指針体系コード １－３－３１
まちづくりテーマ 安全で安心な暮らしを築く

重点施策名 防犯・交通安全対策の充実

特定財源の内訳

一般財源

平成３１年度 26,922 12,800 14,122

区　　分 事業費 国庫支出金 県支出金 地方債 その他

24,496
△ 10,374

平成３０年度 58,496 34,000
対前年度 △ 31,574 △ 21,200

（地方債） 自転車駐車場整備事業債 12,800

18,341

7,290

1,211

80

（仮称）藤沢本町駅自転車等駐車場位置図

平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度
事業費合計 備考

610,816
予算額 予算額 予算額 見積額

27,318 58,496 26,922 498,080

SP-3-R

（仮称）藤沢本町駅 

自転車等駐車場計画地 

【既存】藤沢本町駅 

自転車等駐車場 

26



　教育費

款 １１ 項 ７ 目 １ 細目 04 説明 01

【事業概要】
　　東京２０２０大会に向けたより一層の気運醸成を図るため、東京２０２０大会及びセーリング
　競技のＰＲをこれまで以上に充実させるとともに、市民が喜びや感動を分かち合うためのさまざ
　まな事業の実施及び準備に取り組む。また、市民参加型のオリンピック・パラリンピックの実現
　に向け、都市ボランティアをはじめとするボランティア活動の環境整備や、「２０２０応援団　
　藤沢ビッグウェーブ」による情報発信を行い、市民参加の機会を引き続き推進する。

（拡）１．気運を高める取組 千円
（１）カウントダウンイベントの開催やＰＲグッズの作製・配布などを通じて気運の盛り上
　　げを図るほか、大画面による競技中継等を行うライブサイトの事業実施計画書を新たに
　　作成する。　 千円
（２）セーリング競技の普及啓発を図るため、出張陸上体験会、クルーザーによる国際レー
　　ス等の観戦、プールでセーリング体験等を実施する。 千円
（３）江の島で開催されるセーリングワールドカップシリーズが、地域活性化、ボランティ
　　アの実践活動、競技の普及に資するよう、「セーリングワールドカップシリーズ江の島
　　大会実行委員会」へ負担金を支出する。　　 千円

（拡）２．ボランティアに関する取組 千円
（１）ボランティア活動を推進するためのｗｅｂサイトの運用、ボランティア気運を高める

　　ための講座等を行うほか、都市ボランティアの募集及び研修、藤沢市独自ボランティア
　　の企画・運営などを行う。　 千円
（２）市民参加型のオリンピック・パラリンピックを推進するため、「２０２０応援団　藤
　　沢ビッグウェーブ」のＰＲ及び団員の拡大、情報発信・イベント実施等を含めた運営業

　　務を行う。 千円
（３）都市ボランティアのユニフォーム購入費【債務負担行為の設定】 （38,170千円）

３．その他事務経費 千円

　
　　　
　　　

　

〔事業費（事務事業中の重点事業分）〕

見積額
35,438 74,984 116,601 434,020 661,043

備考
平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

事業費合計
予算額 予算額 予算額

6,932

31,901

（藤沢ビッグウェーブ団員１万人突破記念イベント） （セーリングワールドカップシリーズ
でのボランティア活動の様子）

25,018

特定財源の内訳
（県支出金） 市町村自治基盤強化総合補助金 14,000

（県支出金） 市町村スポーツ施策推進補助金 1,605

52,750

35,149

7,601

10,000

31,950

61,419
対前年度 41,617 2,040 39,577

平成３０年度 74,984 13,565

一般財源

平成３１年度 116,601 15,605 100,996

区　　分 事業費 国庫支出金 県支出金 地方債 その他

事　業　名 　オリンピック開催準備関係費

予算科目 東京オリンピック・パラリンピック開催準備室

指針体系コード ２－１－１１
まちづくりテーマ 「２０２０年」に向けてまちの魅力を創出する

重点施策名 市民参加型オリンピックの推進・パラリンピックの支援
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　教育費

款 １１ 項 ７ 目 １ 細目 03 説明 01

【事業概要】
　　東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会開催を契機とした、セーリング競技に関
　する体験会や障がい者スポーツに関連する各種事業を展開することで、両大会に対する市民の興
　味・関心を高めるとともに、市民のスポーツ・レクリエーション活動を推進する。
　　また、健康寿命日本一を目指し、市民が「いつでも・どこでも・だれでも・いつまでも」健康
　で豊かなスポーツライフが過ごせるよう各種事業を開催する。

１．スポーツ事業業務委託 千円
（１）東京２０２０オリンピック競技大会関連業務
　　・ふじさわセーリングフェスタ開催をはじめとする各種イベントの開催
　　・ビーチバレー中学生県大会及び全国大会の開催

（２）東京２０２０パラリンピック競技大会関連業務
　　・藤沢市障がい者スポーツ連絡協議会と連携したふじさわボッチャ競技大会をはじめと
　　　する各種イベントの開催
　　・障がい者スポーツを推進するための支援協力者の育成

（３）藤沢市健康増進関連業務
　　・「おはよう！キュンとするまち。藤沢ラジオ体操２０１９」の開催
　　・健康、体力づくりに関連する各種イベントの開催

（４）藤沢市スポーツ推進計画関連業務
　　・ビーチレクリエーションゾーン管理運営
　　・子どもの体力テスト事業
　　・藤沢市駅伝競走大会開催
　　・スポーツ施設マップ作成

〔事業費（事務事業中の重点事業分）〕

51,368
予算額 見積額

1,201 16,375 16,896 16,896

（藤沢市駅伝競走大会） （ふじさわセーリングフェスタ2018）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度
事業費合計 備考

予算額 予算額

特定財源の内訳 （県支出金） 市町村自治基盤強化総合補助金 6,000

44,353

＜参考写真＞ ＜参考写真＞

36,445
対前年度 1,408 △ 500 1,908

平成３０年度 42,945 6,500

一般財源

平成３１年度 44,353 6,000 38,353

区　　分 事業費 国庫支出金 県支出金 地方債 その他

事　業　名 　（公財)藤沢市みらい創造財団スポーツ事業関係費

予算科目 スポーツ推進課

指針体系コード ２－１－２１
まちづくりテーマ 「２０２０年」に向けてまちの魅力を創出する

重点施策名 市民参加型オリンピックの推進・パラリンピックの支援
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　教育費

款 １１ 項 ７ 目 １ 細目 02 説明 06

【事業概要】
　　広く市民を対象として、「観るスポーツ」の機会を提供するため、ビーチバレー発祥の地であ
　る鵠沼海岸ビーチバレーコートにおいて「第３３回ビーチバレージャパン」を開催する。
　　また、湘南の地域特性を生かした生涯スポーツ活動の推進及びビーチバレー競技人口の底辺拡
　大を図るとともに、東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた気運を高める
　ために、中学生を対象としたビーチバレー県大会と、その上位チームに加え全国の予選を勝ち抜
　いた中学生を対象とした全国大会を同会場にて開催する。

１．第３３回ビーチバレージャパン（開催負担金） 千円
開催月：８月（３日間）（予定）
主　管：ビーチバレージャパン実行委員会

２．第１３回神奈川県中学生ビーチバレー大会（開催負担金） 千円
開催月：８月（１日間）（予定）
主　管：神奈川県中学生ビーチバレー大会実行委員会

３．第１０回湘南藤沢カップ全国中学生ビーチバレー大会（開催負担金） 千円
開催月：８月（２日間）（予定）
主　管：湘南藤沢カップ全国中学生ビーチバレー大会実行委員会

〔事業費（事務事業中の重点事業分）〕
平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

事業費合計 備考
予算額 予算額 予算額 見積額

11,000 11,000 11,000 11,000 44,000

全国中学生ビーチバレー大会）

特定財源の内訳 （その他） スポーツ拠点づくり推進事業助成金 3,000

6,000

1,000

4,000

＜参考写真＞ ＜参考写真＞
（第３２回ビーチバレージャパン） （第９回湘南藤沢カップ 

8,000
対前年度 0 0 0

平成３０年度 11,000 3,000

一般財源

平成３１年度 11,000 3,000 8,000

区　　分 事業費 国庫支出金 県支出金 地方債 その他

事　業　名 　ビーチバレー大会開催関係費

予算科目 スポーツ推進課

指針体系コード ２－１－３１
まちづくりテーマ 「２０２０年」に向けてまちの魅力を創出する

重点施策名 市民参加型オリンピックの推進・パラリンピックの支援
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　総務費

款 ２ 項 １ 目 １ 細目 10 説明 01

【事業概要】
　　姉妹友好都市を中心とした海外等諸都市との友好関係を深めるとともに、市民の国際理解の推
　進を図るため、都市親善交流を行う。

１．姉妹友好都市等との親善事業 千円
　　姉妹友好都市をはじめとする諸都市との親善交流を目的とした事業を、藤沢市都市親善
　委員会に委託して実施する。
（１）マイアミビーチ市との交流
（２）昆明市との交流
（３）ウィンザー市との交流
（４）保寧市との交流
　　　・青少年訪問団受入　７月（予定）
（５）セーリングワールドカップシリーズ江の島大会への姉妹友好都市招待事業
　　　江の島における東京２０２０大会セーリング競技の開催を国内外に向け発信する目的
　　で、姉妹友好都市の方々を招待し、スポーツ交流・文化交流及び市民交流を通じて都市
　　親善の推進を図る。

２．ふじさわ国際交流フェスティバルの開催 千円
　　外国人市民との交流や異文化への理解を深めるための事業を、ふじさわ国際交流フェス
　ティバル実行委員会へ委託して実施する。
　　・開催時期：１０月（予定）

３．聶耳記念碑保存会への助成 千円

４．事務経費 千円
　　・都市親善推進員報酬 千円
　　・パート賃金 千円
　　・報償費、旅費、通訳・翻訳料等 千円

〔事業費（事務事業中の重点事業分）〕

事　業　名 　都市親善費

予算科目 人権男女共同平和課

指針体系コード ２－１－４１
まちづくりテーマ 「２０２０年」に向けてまちの魅力を創出する

重点施策名 市民参加型オリンピックの推進・パラリンピックの支援

一般財源

平成３１年度 22,137 22,137

区　　分 事業費 国庫支出金 県支出金 地方債 その他

881

対前年度 △ 5,354 △ 5,354
平成３０年度 27,491 27,491

特定財源の内訳 （その他） 平和基金繰入金 22,137

9,410

250

11,596
9,224

661
1,711

ふじさわ国際交流フェスティバルの様子 藤沢市保寧市青少年交流の様子

平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度
事業費合計 備考

予算額 予算額 予算額 見積額
4,156 3,181 5,660 5,660 18,657
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　商工費

款 ８ 項 ２ 目 ５ 細目 01 説明 01

【事業概要】
　　「ふじさわシティプロモーション推進方針」の改定に合わせ、「キュンとするまち。藤沢」の
　キャッチフレーズのもと、平成２６年度から進めている取組を踏襲するとともに、市民をはじめ
　企業（団体等）を巻き込んだ「市民参加型」のプロモーションを展開する。
　　また、東京２０２０大会に向け露出が増加するこの時期をシティプロモーションの好機と捉え、
　ブランド力向上につながる取組を推進する。

１．シティプロモーション推進事業 千円
　　・ふじさわシティプロモーション推進業務委託 千円
　　　　市民自らが伝道者として、まちの魅力を発信する等の行動（アクション）を促す取
　　　組を行う。
　　・市民アンケート調査の実施 千円
　　　　藤沢への愛着度や居住意欲、ふじさわシティプロモーションの認知度等を測定する
　　　ため市民アンケート調査を行う。
２．ふじさわファンクラブ事務局運営業務委託 千円
　　藤沢を応援するコミュニティである「ふじさわファンクラブ」の自発的活動の支援を行う。
３．公式キャラクター運営業務委託 千円
　　公式マスコットキャラクター（ふじキュン♡）を活用したプロモーションを行う。

(新) ４．メディアプロモーションブックの制作 千円
　　テレビ放映や雑誌等への掲載を促し、藤沢の魅力を広範に発信することを目的として、

５．シティプロモーション関係事務経費 千円
　・パート賃金 千円
　・講師謝礼 千円
　・旅費 千円
　・その他（啓発品、消耗品、Wi-Fi回線使用料等） 千円

〔事業費（事務事業中の重点事業分）〕

備考
予算額 予算額 予算額 見積額

14,926 14,396 18,293 18,293 65,908

180
332

2,389

平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度
事業費合計

1,508

特定財源の内訳 （県支出金） 市町村自治基盤強化総合補助金 1,332

8,384
8,000

384

2,000

1,500

2,000

4,409

13,253
対前年度 3,897 189 3,708

平成３０年度 14,396 1,143

一般財源

平成３１年度 18,293 1,332 16,961

区　　分 事業費 国庫支出金 県支出金 地方債 その他

事　業　名 　シティプロモーション関係費

予算科目 観光シティプロモーション課

指針体系コード ２－２－１１
まちづくりテーマ 「２０２０年」に向けてまちの魅力を創出する

重点施策名 オリンピック・パラリンピックを契機とした都市の魅力（レガシー）の創出

（「ふじさわファンクラブ」イベントの様子） （シビックプライドランキング2018） 
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　商工費

款 ８ 項 ２ 目 ２ 細目 01 説明 01

【施策等を必要とする背景】
　　国内外からの更なる誘客を図るため、これまで実施してきた台湾やタイなどアジアへ向けた観
　光誘客に加え、ラグビーワールドカップ２０１９や東京２０２０オリンピック・パラリンピック
　競技大会を見据え、欧米などを加えた幅広い国・地域からの誘客が必要となっている。

【提案に至るまでの経緯】
　　多言語メニュー支援サイト「ＦＵＪＩＳＡＷＡ Ｆｏｏｄｉｅｓ」を平成２７年度に構築した
　が、利用者数を継続的に増やすためには、登録店舗や利用客にとって魅力あるサイトへの磨き上
　げが不可欠である。
　　サイトのカスタマイズ等を実施し、利便性を向上させ、更なる外国人観光客の誘致を図る。　

【市民参加の実施の有無とその内容】 無

【市の策定する計画や条例との整合性】
　　藤沢市観光振興計画において、藤沢らしさが光る選ばれる観光都市の実現に向け、「外国人
　観光客誘致の推進」として位置付けている。

【将来にわたる効果及び費用】
　１．将来にわたる効果
　　東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会等を契機として今後ますます増加する
　ことが見込まれる外国人観光客に対し、受入環境の整備を図り、満足度を向上させることによ
　り、本市の更なる観光振興及び地域経済の活性化につながる。

　２．将来にわたる費用
　　サイトの保守・更新費用が必要経費として継続的に生じる。

片瀬東浜駐車場使用料 6,752

＜拡充事業＞ 外国人観光客誘致対策事業の実施

特定財源の内訳

（県支出金） 市町村自治基盤強化総合補助金 2,698

（その他） 江の島岩屋使用料 12,593

（その他）

24,696
対前年度 7,791 △ 93 2,804 5,080

平成３０年度 44,028 2,791 16,541

一般財源

平成３１年度 51,819 2,698 19,345 29,776

区　　分 事業費 国庫支出金 県支出金 地方債 その他

事　業　名 　誘客宣伝事業費

予算科目 観光シティプロモーション課

指針体系コード ２－２－２１
まちづくりテーマ 「２０２０年」に向けてまちの魅力を創出する

重点施策名 オリンピック・パラリンピックを契機とした都市の魅力（レガシー）の創出
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【事業概要】
　　国内外から広く観光客を誘客するため、県外での観光キャラバンによるキャンペーン、海外旅
　行博への参加などによる外国人観光客誘致対策事業の実施、観光ホームページによる情報発信、
　メディアを活用した観光情報の提供、民間団体等が実施するイベントへの参画等により、誘客宣
　伝事業を行う。

１．観光宣伝事業委託 千円
＜主な事業＞
　・観光キャラバン事業 千円
　・メディアによる観光宣伝事業 千円
　・観光ホームページによる宣伝事業 千円
　・松本市交流事業 千円
　・北部地域観光ウォークラリー 千円
　・北部観光振興事業 千円
　・旅行情報誌ブランドを活用した観光ＰＲ事業 千円
　・江の島イラストマップの作成 千円
　・外国語版江の島イラストマップの作成 千円

(拡) 　・外国人観光客誘致対策事業 千円
　・宝探し事業（エノシマトレジャー） 千円
　・江の島・相模湾観光振興事業 千円
　・観光親善大使関連事業 千円

２．海と山との市民交歓会開催委託 千円
　　姉妹都市・松本市との市民交流事業の実施

３．地域観光振興事業補助金 千円
　　８月に開催される遊行寺薪能事業への助成

４．新春藤沢・江の島歴史散歩事業補助金 千円
　　１月に藤沢七福神各神社・寺院で開催される新春藤沢・江の島七福神スタンプラリーへ
　の助成

５．全日本ライフセービング選手権大会補助金 千円
　　１０月に片瀬海岸西浜で開催される全日本ライフセービング選手権大会への助成

６．サイクルチャレンジカップ藤沢事業補助金 千円
　　市内北部地域で開催されるサイクルロードレース大会への助成

７．誘客宣伝事業事務経費
　　パート賃金、講師謝礼、特別旅費 千円

〔事業費（事務事業中の重点事業分）〕

見積額
平成29年度

44,028 51,819 51,81944,157

2,000

1,676

平成30年度 平成31年度 平成32年度
事業費合計 備考

予算額 予算額 予算額
191,823

300

275
11,738
1,488
1,924

15,291
3,660

108
712

891

500

530

1,429
218
75

3,260
1,479

45,922
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　商工費

款 ８ 項 ２ 目 ２ 細目 01 説明 04

【事業概要】
　　本市を舞台とする国内外の映画・ドラマ・ＣＭ等のロケーション撮影や映像作品の誘致及び市
　内全域における撮影環境の調整を行い、メディアを通して観光地藤沢としての情報を発信するほ
　か、撮影隊の来藤による直接的・間接的な経済効果を図る。

１．湘南藤沢フィルム・コミッション事業負担金　 千円
・ロケハン（ロケ地探し）への協力（ロケ地情報の提供・写真提供など）
・撮影許可申請の案内
・ロケの立ち会い
・食事や宿泊施設の紹介及び調整
・市民エキストラ、支援施設の募集及び手配
・市民向けフォーラムの開催
・制作宣伝部とのＰＲ企画・実施協力
・ロケ地マップ作成
・デジタルスタンプラリーの実施

〔事業費（事務事業中の重点事業分）〕

101,960
予算額 見積額

23,729 25,759 26,236 26,236

26,236

（映画「笑顔の向こうに」撮影風景）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度
事業費合計 備考

予算額 予算額

25,341
対前年度 477 △ 418 895

平成３０年度 25,759 418

一般財源

平成３１年度 26,236 0 26,236

区　　分 事業費 国庫支出金 県支出金 地方債 その他

事　業　名 　湘南藤沢フィルム・コミッション事業費

予算科目 観光シティプロモーション課

指針体系コード ２－２－３１
まちづくりテーマ 「２０２０年」に向けてまちの魅力を創出する

重点施策名 オリンピック・パラリンピックを契機とした都市の魅力（レガシー）の創出
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　教育費

款 １１ 項 ６ 目 １ 細目 08 説明 02

【事業概要】
　　本市所蔵の浮世絵をはじめとする郷土歴史及び文化に関する資料を展示公開することにより市
　民の郷土への愛着を育み、文化の向上に寄与するため藤澤浮世絵館の運営管理を行う。
　　また、開館３周年を迎えることを契機とし、さらに藤沢市の歴史や文化を発信していくため周
　知拡大を図る。

１．藤澤浮世絵館の管理運営 千円
　　・非常勤職員、パート職員賃金等 千円
　　・講演会、資料調査等講師謝礼 千円
　　・展示用消耗品、備品購入費、修繕費 千円
　　・印刷製本費（展示ガイド・ポスター・チラシ作成等） 千円
　　・マット加工、浮世絵修復等手数料、翻訳料、運搬料 千円
　　・ココテラス湘南賃借料、共益費、光熱水費 千円
　　・その他経費（パソコン賃借料、清掃委託料等） 千円

（拡）２．藤澤浮世絵館開館３周年記念事業 千円
　　開館３周年を記念し、江の島詣や大山詣りといった、藤沢の歴史に関する企画展示や講　
　演会を開催する。
　　・講演会講師謝礼 千円
　　・展示用消耗品費 60 千円
　　・印刷製本費（展示用パネル作成等） 千円

〔事業費（事務事業中の重点事業分）〕

事　業　名 　藤澤浮世絵館運営管理費　

予算科目 郷土歴史課

指針体系コード ２－２－４１
まちづくりテーマ 「２０２０年」に向けてまちの魅力を創出する

重点施策名 オリンピック・パラリンピックを契機とした都市の魅力（レガシー）の創出

一般財源

平成３１年度 64,830 1,200 63,630

区　　分 事業費 国庫支出金 県支出金 地方債 その他

62,783
対前年度 597 △ 250 847

平成３０年度 64,233 1,450

33,667

特定財源の内訳 （その他） 浮世絵館関連グッズ売上収入 1,200

64,373
13,028

570
4,080
5,692
5,306

2,030

457

100

297

　＜参考写真＞ 　＜参考写真＞
（学芸員による見どころ解説） （学芸員によるミニ講座）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度
事業費合計 備考

予算額 予算額
254,606

予算額 見積額
60,787 64,233 64,830 64,756
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　教育費

款 １１ 項 ６ 目 ４ 細目 02 説明 01

【事業概要】
　　文化芸術創造の活性化及び市民文化の支援・育成を図るため、公益財団法人藤沢市みらい創造
　財団に対し補助を行う。

１．（公財）藤沢市みらい創造財団芸術文化振興事業補助金 千円
　　ゆとりと潤いの実感できるこころ豊かな市民生活の実現を図るため、芸術鑑賞事業や体
　験発表事業等を実施する。
　　・音楽、演劇等を鑑賞する機会の提供
　　　　演奏会形式によるオペラ「湖上の美人」の公演
　　　　藤沢にゆかりのある音楽家たちによる演奏会等の音楽事業
　　　　落語鑑賞会等の演劇事業
　　・芸術文化の創造の機会の提供
　　　　学校訪問事業、演劇ワークショップ等
　　・芸術文化の普及
　　　　ロビーコンサート、ワンコインコンサート等
　　・地域における芸術文化及び伝統文化の継承
　　　　藤沢市展　日程：６月４日～６月２３日
　　　　　　　　　会場：藤沢市民ギャラリー
　　　　ふじさわ合唱祭、市民短歌大会等

〔事業費（事務事業中の重点事業分）〕

事　業　名 　（公財）藤沢市みらい創造財団芸術文化事業関係費

予算科目 文化芸術課

指針体系コード ２－２－５１
まちづくりテーマ 「２０２０年」に向けてまちの魅力を創出する

重点施策名 オリンピック・パラリンピックを契機とした都市の魅力（レガシー）の創出

一般財源

平成３１年度 132,311 132,311

区　　分 事業費 国庫支出金 県支出金 地方債 その他

134,763
対前年度 △ 2,452 △ 2,452

平成３０年度 134,763

132,311

＜参考写真＞（藤原歌劇団招聘公演「椿姫」ⓒ(公財)藤沢市みらい創造財団）

＜参考写真＞（平成３０年度第６８回藤沢市展風景）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度
事業費合計 備考

予算額 予算額 予算額 見積額
78,496 61,771 54,700 88,496 283,463
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　教育費

款 １１ 項 ６ 目 ４ 細目 01 説明 03

【事業概要】
　　魅力あふれる文化芸術創造のため、文化芸術の鑑賞機会の充実を図り、将来の本市の文化芸術
　を担う人材を育成するための事業を実施する。また、藤沢市オリンピック・パラリンピック文化
　プログラムとして位置づける文化芸術事業の実施主体となる団体に対して補助を行うことにより、
　大会開催に向けて気運の醸成を図る。

１．文化団体への補助金の交付 千円
　　・郷土芸術文化推進事業補助金 千円
　　　藤沢市文化団体連合会が実施する、児童生徒を対象とした伝統文化の体験事業「ワク
　　ワク体験ひろば」や、藤沢市オリンピック・パラリンピック文化プログラムの取組の一
　　つとして実施する、外国人観光客等を対象とした日本の伝統文化を紹介する「おもてな
　　し」等の事業に対する補助を行う。
　　・市民シアター第九演奏会事業補助金 千円
　　　「市民シアター第九を唱う会」が毎年公募により組織し実施しているイルミネーショ
　　ン湘南台２０１９の点灯式における第九演奏に対する補助を行う。

２．「こころの劇場」招待事業（輸送等経費） 千円
　　市内小学校３５校の６年生等を対象に、優れた演劇に触れるきっかけを与え、豊かな感
　性と創造性を育むことを目的とした、ミュージカル「こころの劇場」への招待事業を行う。
　　日程：１月２１日、２２日（予定）
　　会場：市民会館大ホール
　　招待児童数：約４，０００人

３．セイジ・オザワ松本フェスティバル事業 千円
　　松本市で行われる「セイジ・オザワ松本フェスティバル」のオーケストラコンサートを
　生中継で観る、スクリーンコンサートを湘南台文化センターにて行う。

４．藤沢市文化芸術振興計画の進行管理 千円
　　本市の文化芸術振興計画について、学識経験者、文化団体関係者等により進行管理を行
　う。

〔事業費（事務事業中の重点事業分）〕

8,488

事　業　名 　文化行事費

予算科目 文化芸術課

指針体系コード ２－２－６１
まちづくりテーマ 「２０２０年」に向けてまちの魅力を創出する

重点施策名 オリンピック・パラリンピックを契機とした都市の魅力（レガシー）の創出

一般財源

平成３１年度 7,730 1,242 6,488

区　　分 事業費 国庫支出金 県支出金 地方債 その他

0
対前年度 △ 758

平成３０年度 8,488

1,242

3,420
3,720

1,242 △ 2,000

予算額 予算額 予算額 見積額

（その他） 文化振興基金繰入金特定財源の内訳

5,797 8,488 7,730 7,925

300

2,655

1,242

113

備考

29,940

平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度
事業費合計
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　教育費

款 １１ 項 ６ 目 ４ 細目 01 説明 04

【事業概要】
　　藤沢市アートスペースの運営管理を行い、藤沢にゆかりのある作家や若手芸術家等の美術作品
　の創作や展示・発表の支援を行うとともに、市民に身近な場所で美術の魅力に触れる機会及び美
　術学習の場を提供し、美術の振興を図る。
　　また、藤沢市オリンピック・パラリンピック文化プログラムに位置づける文化芸術事業として、
　アートスペースを活用した企画展及びワークショップを開催する。

１．報酬、賃金 千円
　　非常勤職員月額報酬、パート職員賃金等
２．施設管理、運営管理 千円
　　建物賃借料、共益費、光熱水費、清掃委託、機器賃借料、電話料等

（拡）３．事業運営費 千円
　　・若手芸術家の創作活動及び展示・発表等の支援
　　　　藤沢市や湘南地域で活動する若手芸術家や、全国からの公募により選出した芸術家
　　　による公開制作や制作作品の展示・発表を行う。
　　・身近な美術鑑賞の機会の提供
　　　　藤沢ゆかりの作家や湘南地域で活動する若手芸術家を中心に、絵画、彫刻、写真等
　　　の幅広い分野の展覧会や本市所蔵の美術作品の企画展を開催する。
　　・美術作品の展示・発表の場の提供
　　　　個展及びグループ展が開催できるよう展示ルームを貸し出し、地域で活動する作家
　　　やグループの作品発表の場を提供する。
　　・美術学習の場の提供
　　　　子ども向けを中心としたワークショップや各世代で楽しめる美術講座等を開催し、
　　　市民に体験的、学術的な美術学習の場を提供する。
　　・藤沢市オリンピック・パラリンピック文化プログラムに位置づける事業の開催
　　　　姉妹都市の芸術家と本市の若手芸術家がコラボレーションした交流企画展を開
　　　催する。

〔事業費（事務事業中の重点事業分）〕

事　業　名 　アートスペース運営管理費

予算科目 文化芸術課

指針体系コード ２－２－７１
まちづくりテーマ 「２０２０年」に向けてまちの魅力を創出する

重点施策名 オリンピック・パラリンピックを契機とした都市の魅力（レガシー）の創出

一般財源

平成３１年度 73,816 1,749 72,067

区　　分 事業費 国庫支出金 県支出金 地方債 その他

66,512
対前年度 6,300 745 5,555

平成３０年度 67,516 1,004

特定財源の内訳

（その他） アートスペース使用料 465

（その他） アートスペース有料展覧会観覧料 600

（その他） アートスペース関連グッズ売上収入 684

13,562

36,764

23,490

＜参考写真＞
平成３０年度ワークショップ

＜参考写真＞

平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

「Ｓｃｈｏｌａｒ」 「とびだすクリスマスカードを作ろう！」

事業費合計 備考
予算額

66,752 67,516 73,816 73,816

平成３０年度企画展Ⅱ

281,900
予算額 予算額 見積額
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　土木費

款 ９ 項 ４ 目 １ 細目 10 説明 01

【事業概要】
　　片瀬・江の島周辺における回遊性の向上及び交通機能の強化を図るため、片瀬江ノ島駅駅前広
　場の整備を進める。
　　また、周辺道路の交通安全対策の一つとして、鵠沼海岸１０号踏切道改良に向けた調査設計を
　行う。

１．賃借料 千円
　　道路用地（交通空間の一部）

２．負担金 千円
　　鵠沼海岸１０号踏切道改良に向けた調査設計負担金
　　・期間　２０１８年１０月２６日から２０１９年７月３１日まで
　　・内容　測量、移設物件調査、改良計画の検討、概算工事費の算出等

３．江の島地区周辺整備事業事務経費 千円

〔事業費（事務事業中の重点事業分）〕

予算額
887,986

予算額 予算額 見積額

1,610

804 21,229 16,435 849,518

1,863

（２の事業は平成３０年度９月補正で債務負担行為を設定）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度
事業費合計 備考

12,962

15,084
対前年度 △ 4,794 △ 6,145 1,351

平成３０年度 21,229 6,145

一般財源

平成３１年度 16,435 0 16,435

区　　分 事業費 国庫支出金 県支出金 地方債 その他

事　業　名 　江の島地区周辺整備事業費

予算科目 江の島地区周辺整備担当

指針体系コード ２－２－８１
まちづくりテーマ 「２０２０年」に向けてまちの魅力を創出する

重点施策名 オリンピック・パラリンピックを契機とした都市の魅力（レガシー）の創出

【位置図】 

【片瀬江ノ島駅駅前広場整備計画】 

鵠沼海岸10号踏切道 

片瀬江ノ島駅 
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　商工費

款 ８ 項 ２ 目 ４ 細目 01 説明 02

（その他） 観光案内サイン整備事業寄付金

【事業概要】
　　本市を訪れる多くの観光客の受入体制の整備を図るため、江の島中津宮広場常設公衆トイレ整
　備工事を行う。
　　また、円滑に観光地を回遊してもらうため、観光案内サインの整備工事を行う。
　　なお、観光案内サイン整備事業の実施にあたり、市内外から幅広い支援・協力を募るため、ク
　ラウドファンディングを活用する。
　　　　
　　　　１．江の島中津宮広場常設公衆トイレ整備事業 千円

　　観光客の受入体制を充実させるため、江の島中津宮広場の公衆トイレの整備を行う。

２．観光案内サイン整備事業 千円
　　国内外から本市を訪れる多くの観光客に対し円滑に観光地を回遊してもらうため、統一
　感のある観光案内サインの整備を行う。
　　クラウドファンディングの開始時期については、設置予定個所が明確になった時点から
　約２カ月間実施する。

　

〔事業費（事務事業中の重点事業分）〕

事　業　名 　観光施設整備費

予算科目 観光シティプロモーション課

指針体系コード ２－２－９１
まちづくりテーマ 「２０２０年」に向けてまちの魅力を創出する

重点施策名 オリンピック・パラリンピックを契機とした都市の魅力（レガシー）の創出

一般財源

平成３１年度 148,916 20,568 88,600 39,748

区　　分 事業費 国庫支出金 県支出金 地方債 その他

対前年度 132,067 14,953 83,600 33,514
平成３０年度 16,849 5,615 5,000 6,234

80,986

特定財源の内訳

（県支出金） 市町村自治基盤強化総合補助金 20,568

（地方債） 観光施設整備債 88,600

（その他） 江の島サムエル・コッキング苑使用料 28,811

（その他） 江の島岩屋使用料 9,437

1,500

67,930

【観光案内サイン整備事業】

平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度
事業費合計 備考

予算額 予算額
165,765

予算額 見積額
16,849 148,916

設置対象エリア 
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　衛生費

款 ５ 項 １ 目 ３ 細目 03 説明 01

【事業概要】
　　東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会の開催に向け、利用者の利便性と公衆衛
　生の向上を図るとともに、誰もが安全に安心して公衆便所を使用できるようにするため、老朽化
　対策及び便器の洋式化等の整備を行う。

１．工事請負費 千円
　　片瀬東浜公衆便所改修工事
　　・便器の洋式化、段差の解消、天井・床の修復及び落書き防止塗装等

２．その他事務経費 44 千円
　　公衆便所改修工事における図面印刷にかかる経費

〔事業費（事務事業中の重点事業分）〕
（改修対象公衆便所位置図）

特定財源の内訳 （国庫支出金） 特定防衛施設周辺整備調整交付金 41,000

51,495

6,877
対前年度 △ 15,638 800 △ 20,100 3,662

平成３０年度 67,177 40,200 20,100

一般財源

平成３１年度 51,539 41,000 0 10,539

区　　分 事業費 国庫支出金 県支出金 地方債 その他

事　業　名 　公衆便所整備費

予算科目 環境総務課

指針体系コード ２－２－９２
まちづくりテーマ 「２０２０年」に向けてまちの魅力を創出する

重点施策名 オリンピック・パラリンピックを契機とした都市の魅力（レガシー）の創出

備考
予算額 予算額 予算額 見積額

平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度
事業費合計

67,177 51,539 0 118,716

（平成３０年度改修） 

   （平成３０年度改修） 

江の島公衆便所 

片瀬江の島公衆便所 

片瀬東浜公衆便所 

（平成３１年度改修予定） 
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　教育費

款 １１ 項 １ 目 ２ 細目 02 説明 13

【事業概要】
　　全教職員があらゆる教育活動を通して組織的、効果的に児童支援に取り組み、一人ひとりの教
　育的ニーズに応じたきめ細かな教育を推進するにあたり、小学校全３５校に児童支援の中心的役
　割を持つ「児童支援担当教諭」を配置するために、担当教諭が受け持つ授業の一部を担う市費講

　師を配置し、児童支援担当教諭の活動時間を確保する。

１．市費講師 千円
　　任用人数 ２８人
　　（経費内訳）
　　・賃金 千円

　（市費講師の１人当たりの授業時間数　週１２時間）
　　・交通費 千円

〔事業費（事務事業中の重点事業分）〕

見積額
17,957 25,777 31,380 31,380 106,494

備考
平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

事業費合計
予算額 予算額 予算額

31,380

29,812

1,568

25,777
5,603対前年度 5,603

平成３０年度 25,777

一般財源

平成３１年度 31,380 31,380

区　　分 事業費 国庫支出金 県支出金 地方債 その他

事　業　名 　児童支援体制充実事業費

予算科目 学務保健課

指針体系コード ３－１－１１
まちづくりテーマ 笑顔と元気あふれる子どもたちを育てる

重点施策名 子どもたちの笑顔あふれる学校教育の推進
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